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研究成果の概要（和文）：本研究はポリマーハイドロゲルが極めて短時間にがん細胞のリプログラミングを誘導
し、がん幹細胞を創出するHARP現象を格段に発展させる事を目指したものだがスルホン酸ナトリウムゲルが高い
HARP現象誘導能を有すると判明した。このゲルは従来のゲルとは異なるがん幹細胞nicheとして機能し転写のマ
スターレギュレーターを同定した。シングルセル解析にて新規がん幹細胞マーカーが示された。薬剤スクリーニ
ングプラットフォームは特許出願を行った。臨床応用として膵がんのNAC療法耐性細胞の樹立に成功した。薬剤
スクリーニングでは数個の薬剤耐性細胞を標的とする化合物を得た。このプラットフォームを更に臨床応用に繋
げたい。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to develop the specific hydrogel to facilitate HARP 
phenomenon by which cancer stem cells are rapidly created by reprogramming. pNaSS sodium sulfonate 
gel was found to have a high ability to induce the HARP phenomenon. pNaSS gel, which functions as a 
cancer stem cell niche distinct from the previous gel, and a master regulator of transcriptional 
regulation was identified. Novel cancer stem cell markers were detected in single cell RNA 
sequencing analysis. Drug screening platform was established. For clinical application, NAC 
therapy-resistant cells of human pancreatic cancer were successfully established. Drug screening 
yielded compounds targeting several drug-resistant cells. We would like to further link this 
platform to clinical applications.

研究分野： 実験病理学

キーワード： がん幹細胞　ハイドロゲル　リプログラミング　薬剤耐性

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
現在がん治療において、薬剤耐性、再発の原因となるがん幹細胞に対する診断法、治療法はない。本研究におい
て、極めて迅速にがん幹細胞を創出するハイドロゲルを発見したことはがん幹細胞の早期診断法、治療薬の開発
に期待できる。学術的には、リプログラミングは山中因子など外来遺伝子を導入することでiPS細胞が誘導され
ることは再生医療に応用されつつあるが、本研究のようにハイドロゲルの上でがん細胞を数時間培養するだけ
で、効果的なリプログラミングを誘導するHARP現象のメカニズムを解明することは、マテリアルによるう細胞の
エピゲノムを制御するもので、学術的価値が高い。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 がんは国民の 3 人に 1 人の死亡原因であり根治療法の開発が求められている。現在の分子標

的治療薬や免疫療法でがんは一時的に縮小するが、数年後には再発する。再発の原因は、がん組

織の中にあるがん幹細胞が生き残る事にある。よってがん幹細胞を標的とした治療を行えば再

発のリスクが下がり予後が劇的に改善する。しかしがん幹細胞は非常に微量なため検出する事

は困難で、標的とする治療法はないのが現状であった。 

 本研究代表者は高機能ポリマーハイドロゲルを用いることで、極めて短時間にがん細胞のリ

プログラミングを誘導して、がん幹細胞を同定する現象を見出した。これは従来のがん幹細胞分

離同定法とは異なり、がんの種類を問わず 24 時間以内にがん幹細胞を同定することができる画

期的な方法である。この現象は HARP（hydrogel activated reprogramming phenomenon（がん幹

細胞の製造法：特願 165113H 平成 29 年 2 月 15 日）と命名された。本研究では、ゲルのどのよ

うな物理学的因子ががん細胞の遺伝子発現変化を短時間で誘導するのかについて検討し、メカ

ノシグナルがエピジェネティカルな変化を誘導するリプログラミングメカニズムを明らかにす

る。また、高機能ゲルを基盤としたがん幹細胞診断法を開発し、さらにがん幹細胞標的治療薬を

大規模スクリーニングにより創出する。高機能ゲルを化学修飾することで、がん細胞の表現形を

操作し、最終的には、がん幹細胞に対する検出用ゲル、診断用ゲル、治療用ゲルを作出する。ま

た、高機能ゲルによるゲノム操作のしくみを解明する過程を、「マテリアルゲノミクス」という

新たな学問分野として創出することを目指した。 

 

(2)本研究の目的および学術的独自性と創造性 

２．研究の目的 

  本研究は研究代表者らが、北大先端生命科学院のグン・チェンピン教授が独自に開発した高機

能ゲルを用いることで、極めて短時間に多くの種類のがん細胞をリプログラミングする画期的

な方法 HARP 現象を発見したことに始まる。本研究の目的は、格段に高い HARP 現象誘導能を

有する高機能ハイドロゲルを創出することである。特にゲルの弾性率、荷電状態など様々な物理

的因子を制御することで高機能ゲルの実現を目指す。そして、この高機能ゲルを用いてゲルのが

ん幹細胞リプログラミング誘導メカニズムを解明する。特にシングルセル RNA シークエンス解

析法を用いて、がん細胞の多様性とクローン進化の仕組みを解明する。また、この高機能ゲルを

臨床応用に向けて活用する。具体的には高機能ゲル用いて、がん幹細胞を標的とする薬剤のスク

リーニングを行う。ハイドロゲルは、がん幹細胞特異的治療薬を早期且つ個別に同定することが

可能であり、がんの個別化医療の基盤を確立する。 

 ヒトのがん組織の中で、がん幹細胞は低酸素、血管周囲などニッシェとよばれる周囲環境に存

在するが、高機能ゲルはがん幹細胞ニッシェを模倣している。従来、高機能ゲルの硬さが間葉系

幹細胞の分化に影響することは報告があるが、詳細なメカニズムは不明である。高機能ゲルの弾

性率、荷電状態など様々な物理的因子が細胞にエピジェネティックな変化を誘導する可能性が

あり、細胞が外界からの刺激を受け取るメカノレセプターを同定する。さらに、様々な高機能ゲ

ルを用いることで治療のためにがんゲノムを操作することを目指して、がん細胞を薬剤感受性

に誘導する「がんを治す高機能ゲル」を作成する。 

尚、本研究課題の核心をなす学術的な問いは、「なぜ高機能ゲルがゲノムに変化を与え、分化



したがん細胞をがん幹細胞へリプログラミングするのか？」であり、高機能ゲルを用いてがん幹

細胞のリプログラミングの仕組みを解明し、がん幹細胞の本質を解き明かすことである。がん組

織は均一な細胞集団ではなく、がん幹細胞から分化したがん前駆細胞、分化がん細胞からなる高

機能ゲルはがん幹細胞が存在する特別な周囲環境であるニッシェを模倣すると考えられ、弾性

率や荷電など物理的性質が異なる高機能ゲルを用いることで、がん幹細胞ニッシェの性質を物

理的に解明する。また細胞側のメカノレセプターを同定して、メカノシグナルが誘導するがん細

胞リプログラミングのゲノム・エピゲノムの変化を解明することでがん幹細胞の本質を明らか

にする。 

本研究では、高機能ゲルががん細胞リプログラミングを誘導するしくみを解明するが、この成

果により高機能ゲルを化学修飾することで、がん細胞のゲノムを制御することが可能となる。こ

の過程を「マテリアルゲノミクス」という新しい学問領域として体系化することを目指す。 

 

３．研究の方法 

 本研究は以下のように進める。①高機能ゲルの開発は北大先端生命科学院のグン博士の研究

室から独立した黒川孝幸博士（分担研究者）が行い、がん細胞のリプログラミングゲルとして弾

性率、荷電状態の異なるゲルを開発する。②メカノレセプターの同定、メカノメモリーの解明な

ど生物学的な解析は研究代表者の研究室の津田博士（分担研究者）が行い、その結果を黒川博士

にフィードバックすることでより精度の高い高機能ゲルの開発を行う。③分担研究者の高阪博

士は、次世代シーケンサー（NGS）によるゲノム解析を専門としている。国立がん研究センター

では高性能の NGS が常時複数台稼動しており、シングルセルのゲノム解析の準備は整っている

（Kohsaka, et al. Nature Genetics, 2014, Science Trans Med, 2017）。④がん幹細胞特異的

阻害剤スクリーニングは、北大薬学研究院の創薬研究教育センター（分担研究者：前仲勝実セン

ター長）に完備されている北大オリジナル化合物ライブラリーを用いて推進する。⑤臨床応用は

研究代表者の田中が北大病院の臨床各科との共同研究として進める。(1)がん幹細胞治療薬開発：

臨床検体を用いて治療抵抗性のがん幹細胞株を樹立し、それらを用いて薬剤ライブラリーをス

クリーニングする。(2)がん幹細胞検出キットの作製：がん幹細胞に特異的な分子標的治療薬を

検出するため、高機能ゲルキットを開発する。また薬剤に対応した遺伝子変異検査パネルを開発

して、がんの初期（生検・手術摘出検体）にゲルキットを用いてリプログラミングさせたがん幹

細胞のプロファイルを同定し、再発予防薬を投与することでがんの根治を目指す。 

 

４．研究成果 

①高機能ゲル開発については、様々な物理化学条件の異なる単量体を用いてポリマーハイドロ

ゲルを検討したところ、スチレンスルホン酸を単量体とする高分子ゲル PNaSS（poly-sodium p-

styrene sulfonate)のシングルネットワークゲルが、従来のダブルネットワークゲルより高いがん

幹細胞誘導能を有することが明らかとなった。PNaSS ゲルはがん幹細胞マーカ−の発現増加およ

び in vivo 造腫瘍能の増加が、DN ゲルよりも高く、強力にがん幹細胞を創り出すことが明らかに

なった。PNaSS ゲル上で 3 日間培養した膠芽腫細胞 500 個をマウス脳内にインジェクションす

ると 1 ヶ月以内に明瞭な腫瘤を形成することが確認され、ハイスペックゲルの開発が完了した。 

②ゲルによるがん細胞リプログラミングシグナルおよびメカノレセプターの同定については、

poly-2-acrylamido-2-methylpropanesulfonic acid (PAMPS) と poly-N, N’- dimethylacrylamide 

(PDMAAm)の 2 種類のダブルネットワークゲル（DN ゲル）を使用しているため、PAMPS に対

するメカノレセプターを粒子ゲル沈降法にて、インテグリンが機能することを明らかにした。 



③がんの多様性の解明では、シングルセル RNA シーケンス解析が共同研究者の高阪博士によっ

て行われ、DN ゲル誘導がん幹細胞は２つの遺伝子発現クラスターに分類されることが明らかに

なり、新規がん幹細胞候補シグナルおよび責任分子を同定することができた。これらの成果は、

論文のリバイスに組み込まれ、2020 年１月に Nature Biomedical Engineering 誌にアクセプトされ

た。また、HARP 現象は 2022 年 8 月に特許登録された（第 7115749 号）。さらに PNaSS ゲルに

より創出したがん幹細胞のシングルセル RNA シーケンス解析において、がん幹細胞誘導に

ついて従来法と DN ゲル法はほぼ同様の発現クラスターを形成することに対して、PNaSS

ゲルは異なるクラスターを形成することが明らかとなった。がん組織は多様性がありがん

幹細胞も特異的な周囲環境 niche に存在すると報告されているが、異なるハイドロゲルは

異なるがん幹細胞 niche を模倣する可能性が示された。 

④薬剤スクリーニングについては、PNaSS ゲルによってがん幹細胞化した後に北大薬学研究院

創薬科学研究教育センターが保有する薬剤ライブラリーMCE383（383 化合物）、さらには

Cambridge Cancer Compound Library（L2300、高付加価値抗がん剤 226 種類、Selleck 社）を用い

てドラッグスクリーニングを実施した。実験には、テモゾロミド感受性株２種（KMG4, U251）、

および耐性株２種（U373, U138）を使用した。スクリーニングの結果、テモゾロミドの感受性に

関わらず、４種類全てのヒト膠芽腫幹細胞に共通して高い殺細胞効果が認められた薬剤３種類

を同定し、これらは Topoisomerase、Autophagy、mTOR、PI3K、IAP、Survivin を標的とする薬剤

であった。また、３種類の膠芽腫幹細胞に対して効果が認められた薬剤５種については Histone 

Methyltransferase、Haspin Kinase、Sirtuin を標的とする薬剤であった。これらの分子は stem cell と

の関連が報告されており、ヒト膠芽腫幹細胞においても新たな治療標的となることが期待され

る。 

⑤（1）患者由来がん治療抵抗性細胞の樹立。ヒト膵臓がん、中皮腫、髄膜腫、骨肉腫などの希

少がん、難治性のがんにおいてハイドロゲルを用いて癌幹細胞を創出し、それぞれ新規の癌幹細

胞マーカーを同定した。特に膵がんにおいては、特定のチャージゲルを用いることで、術前化学

療法実施後の手術摘出腫瘍組織から極少数のがん細胞が残存する腫瘍組織から、治療耐性の膵

癌細胞を樹立することに成功した。 

（2）ゲルキットの開発では、下端に段差を有する円筒形の刃を用い、平衡膨潤させたゲルシー

トを使用直前に打ち抜く事により、各ウェルの底に一度にゲルを配する方法を開発した（特願

2021-151208 号、「細胞培養器、細胞培養キット、および細胞培養方法」出願日：2021 年 9 月 16

日）。現在、製品化に向けて、金型製作、エラストマーコーティング関連技術、ハイドロゲル製

造に関して各実績を有する民間企業との共同開発が進んでおり、6 ウェルおよび 96 ウェルゲル

プレートの完成が間近である。当該特殊マイクロプレートの開発により、がん幹細胞を効率的に

大量培養することができ、ハイドロゲル培養条件下でのドラッグスクリーニングが実施可能と

なり、より精度の高い治療標的因子の同定ならびに薬剤の選定が可能となる。 
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髄膜腫の骨化における Epithelial-mesenchymal transition の関与についての検討

電子顕微鏡的検討を行ったラブドイド髄膜腫の一症例



2023年

2023年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第112回日本病理学会総会

第112回日本病理学会総会

第112回日本病理学会総会

第112回日本病理学会総会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

鍵谷豪太、小田義崇、谷川聖、種井善一、王磊、津田真寿美、大槻美佳、田中伸哉

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

佐々木美羽、種井善一、松島理明、石垣隆弘、桑原健、小田義崇、谷川聖、津田真寿美、矢部一郎、田中伸哉

江端美織、何ジン涛、小田義崇、谷川聖、王磊、津田真寿美、種井善一、田中伸哉

加藤万里絵、杉野弘和、津田真寿美、王 磊、種井善一、小田義崇、谷川聖、グン剣萍、田中伸哉

 ４．発表年

Becｋer型筋ジストロフィーの兄弟剖検症例の病理組織学的検討

拡張型心筋症を呈したEmery-Dreifuss型筋ジストロフィーの一剖検例

FFPE検体の質量分析による肺小細胞癌の脳転移関連分子の解析

ハイドロゲルを用いた中皮腫幹細胞の創出および治療標的分子の探索

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名



2023年

2023年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第41回日本脳腫瘍病理学会総会

第142回北海道整形災害外科学会

 ２．発表標題

第112回日本病理学会総会

第63回日本呼吸器学会学術講演会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ２．発表標題

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

津田真寿美、王磊、小田義崇、谷川聖、種井善一、田中伸哉

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

杉本絢子、辻野一三、中村順一、佐藤隆博、鈴木雅、高村圭、岩崎沙理、種井善一、谷口浩二、田中伸哉、今野哲

呼吸と循環のCross road:肺高血圧症の臨床と基礎の最前線 間質性肺疾患に伴う肺高血圧症の剖検例における肺血管病変の病理学的解析

てんかんを発症した72歳女性の右側頭葉内側部病変

ハイドロゲルを用いた骨肉腫細胞における幹細胞特性の迅速誘導と新規治療標的分子の探索

種井善一、浅野目卓、小野裕介、小田義崇、王磊、津田真寿美、佐藤憲市、水上裕輔、田中伸哉

甲斐原拓真、王磊、津田真寿美、野々山貴行、黒川孝幸、グン剣萍、岩崎倫政、田中伸哉、安田和則

TKIs耐性膠芽腫細胞の特性と耐性メカニズムの解析



2023年

2023年

2023年

2023年

第27回日本がん分子標的治療学会

第1回新型コロナウイルス研究集会

第122回日本皮膚科学会総会

第64回日本神経病理学会総会学術研究会　第66回日本神経化学会大会　合同大会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ２．発表標題

小田義崇、津田真寿美、王磊、種井善一、G2P-japan、松野啓太、福原崇介、佐藤佳、田中伸哉

前田拓哉、柳 輝希、西原広史、小野裕介、水上裕輔、田中伸哉、氏家英之

宮石陸、大塚紀幸、高桑恵美、山口秀、種井善一、小田義崇，津田真寿美、田中伸哉、松野吉宏

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

66歳男性の左側頭葉病変（診断病理セッション）

ハイドロゲルによる幹細胞性誘導を用いて同定したCXCR4の髄膜腫における病理学的、生物学的役割の探索

ウイルス学における病理学的解析の可能性

家族性乳房外パジェット病における遺伝子変異解析結果

 １．発表者名

小田義崇、津田真寿美、王磊、田中伸哉



2023年

2023年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第40回分子病理学研究会 クラークシンポジウム

第40回分子病理学研究会 クラークシンポジウム

 ３．学会等名

 ２．発表標題

種井善一、浅野目卓、小野裕介、小田義崇、王磊、津田真寿美、佐藤憲市、水上裕輔、田中伸哉

寺島祐樹、津田真寿美、小田義崇、谷川聖、種井善一、王磊、グン剣萍、田中伸哉

小田義崇、津田真寿美、王磊、種井善一、G2P-Japan、福原崇介、佐藤佳、田中伸哉

 ３．学会等名

第64回日本神経病理学会総会学術研究会　第66回日本神経化学会大会　合同大会

第40回分子病理学研究会 クラークシンポジウム

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

てんかんを発症した72歳女性の右側頭葉内側腫瘍

ある種の合成高分子ハイドロゲルは浸潤能の高い滑膜肉腫幹細胞を誘導する

SARS-CoV-2 変異株を用いたハムスター肺炎モデルの病理組織学的解析

ハイドロゲルを用いた中皮腫幹細胞の創出およびその発現遺伝子の検討

 １．発表者名
加藤万里絵、杉野弘和、津田真寿美、王磊、種井 善一、小田義崇、谷川聖、グン剣萍、田中伸哉



2023年

2023年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第40回分子病理学研究会 クラークシンポジウム

第40回分子病理学研究会 クラークシンポジウム

佐々木美羽、種井善一、松島理明、石垣隆弘、桑原健、 小田義崇、谷川聖、津田真寿美、矢部一郎、田中伸哉

宮本裕也、種井善一、谷川聖、小田義崇、津田真寿美、加納崇裕、横田卓、矢部一郎、田中伸哉

戸田壮太郎、小田義崇、京野里虹、寺島祐樹、谷川聖、 種井善一、王磊、津田真寿美、瀬尾善宣、田中伸哉

第40回分子病理学研究会 クラークシンポジウム

第40回分子病理学研究会 クラークシンポジウム

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

拡張型心筋症を発症したEmery -Dreifuss型筋ジストロフィーの一剖検例

Becker 型筋ジストロフィーの兄弟剖検症例の病理組織学的検討

電子顕微鏡的検討を行った BAP1 保持ラブドイド髄膜腫の一症例

蛍光免疫染色を用いた JCV・CMV の重複感染例におけるウイルスの局在解析

 １．発表者名
黑田花音、種井善一、岡崎ななせ、工藤彰彦、阿部恵、寺島祐樹、谷川聖、津田真寿美、矢部一郎、田中伸哉



2023年

2023年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The Great SCIentific exchange（国際学会）

第90回日本脳神経外科学会北海道支部会

澤谷亮佑、茂木洋晃、山崎前穂、水嶋慎、山口秀、若林健人、松野吉宏、田中伸哉、藤村幹

鍵谷豪太、種井善一、谷川聖、小田義崇、王磊、津田真寿美、大槻美佳、田中伸哉

Jean-Emmanuel Clement, Zannatul Ferdous, Masami Tsuda, Shinya Tanaka, Jian Ping Gong, Thomas Bocklitz, Katsumasa Fujita,
Tamiki Komatsuzaki

Jean-Emmanuel Clement, Zannatul Ferdous, Masami Tsuda, Shinya Tanaka, Jian Ping Gong, JN Taylor, Thomas Bocklitz, Katsumasa
Fujita, Tamiki Komatsuzaki

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

初発時より脳脊髄播種を認めたmyxopapillary ependymomaの一例

進行性核上性麻痺（PSP）にTDP43 pathologyを合併した症例の一剖検例

Advancing the Detection of Cancer Stem Cells Using Line Illumination Raman Microscopy and Hydrogel Substrates

Advancing cancer stem cell detection through line illumination Raman microscope and hydrogel substrate

 １．発表者名

 １．発表者名

第40回分子病理学研究会 クラークシンポジウム

The 11th International Conference on Biological Physics（国際学会）



2023年

2023年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第90回日本脳神経外科学会北海道支部会

第103回北海道医学大会病理分科会・第56回北海道病理談話会

奥山友浩、穂刈正昭、山口佳剛、宮田圭、内田和希、山﨑前穂、留岡史樹、種井善一、篠原敏也、安喰稔、高田達郎、浅岡克行、板本孝治

宮本裕也、種井善一、谷川聖、小田義崇、津田真寿美、加納崇裕、横田卓、矢部一郎、田中伸哉

Lei Wang, Yuma Aoki, Masumi Tsuda, Yusuke Saito, Takenori Kubota, Yoshitaka Oda, Satoshi Hirano, Jian Ping Gong, Shinya
Tanaka

Yuheng Nie, Yanpeng Sun, Masumi Tsuda, Lei Wang, Jian ping Gong, Shinya Tanaka

The 82nd Annual Meeting of Japanese Cancer Association

The 82nd Annual Meeting of Japanese Cancer Association

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

症候性Carotid webに対して頚動脈内膜剥離術を施行した一例

Becker型筋ジストロフィーの兄弟剖検症例の病理組織学的検討

Hydrogel PCDME creates pancreatic cancer stem cells in OXPHOS metabolic state with TXNIP elevation

Investigation of cancer stem cell generation by simulating hydrogel- based tumor microenvironment.

 １．発表者名



2023年

2023年

2023年

2023年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 82nd Annual Meeting of Japanese Cancer Association

第127回北海道癌談話会例会

第112回日本病理学会総会（招待講演）

第112回日本病理学会総会（招待講演）

窪田武哲、王磊、津田真寿美、田中伸哉、平野聡

田中伸哉

種井善一、田中伸哉

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Yanpeng Sun, Yuheng Nie, Masumi Tsuda, Lei Wang, Jian ping Gong, Shinya Tanaka

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

ハイドロゲルを用いた新規治療耐性株の樹立とその標的分子の同定

がんの治療抵抗性を制御する因子の解析－病理が拓く基礎研究

難病克服を目指す、ヒト死後脳研究の成果と未来 ブレインバンクから分かってきた高齢者のレビー病理
 ２．発表標題

Analysis of the effect of stiffness of cancer microenvironment on stemness induction of cancer cells using hydrogels ハイド
ロゲルを用いた新規治療耐性株の樹立とその標的分子の同定 がんの治療抵抗性を制御する因子の解析－病理が拓く基礎研究 ４．発表年
（18／

 １．発表者名

 ２．発表標題



2023年

2023年

2023年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 18th ASNO (Asian Society of Neuro-Oncology)（招待講演）（国際学会）

第81回日本癌学会学術総会（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Shinya Tanaka, Jun Suzuka, Yoshitaka Oda, Yusuke Saitoh, Lei Wang, and Masumi Tsuda

田中伸哉

田中伸哉

Shinya Tanaka

The 82nd Annual Meeting of JCA（招待講演）

第65回日本小児血液・がん学会（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Analysis of regulatory mechanism of plasticity towards cancer stemness by hydrogels as biomaterial

SS4 JCA-JSP joint symposium. Advances in spatial analysis using cancer tissueがんの病理組織を用いた空間解析最前線

ハイドロゲルによる脳腫瘍・白血病幹細胞の創出：異分野融合研究の展開

Pre-ASNO2023, Educational Session-Neuropathology Program: Adaptation to WHO 5th program. ‘Meningiomas’

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 40th Sapporo International Cancer Symposium（国際学会）

The 40th Sapporo International Cancer Symposium（国際学会）

Masamichi Imajo, Akira Hirota, Ryosuke Miyazaki, Jian-Ping Gong, Shinya Tanaka

Yuki Terashima, Masumi Tsuda, Kyosuke Fujishima, Kosei Nakamura, Lei Wang, Jian Ping Gong, Shinya Tanaka

Lei Wang, Yuma Aoki, Masumi Tsuda, Shinya Tanaka

Jun Suzuka, Sumito Saeki, Kohei Kumegawa, Yoko Takahashi, Takayuki Ueno, Shinji Ohno, Masumi Tsuda, Shinya Tanaka, Reo
Maruyama

The 40th Sapporo International Cancer Symposium（国際学会）

The 40th Sapporo International Cancer Symposium（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Substrate charge regulates stemness of cancer and pluripotent stem cells via metabolic control of pluripotency factors

Analysis of characteristics of synovial sarcoma stem cells induced by synthetic polymer hydrogels

Identification of new targets for pancreatic cancer stem cells using hydrogel and development of therapeutic methods

ifferences of the molecular mechanisims in dedifferentiation potential of breast cancer cells using hydrogels

 １．発表者名



2022年

2022年

2022年

2022年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

12th AACR-JCA Joint Conference: Breakthroughs in Cancer Research: Translating Knowledge into Practice（国際学会）

12th AACR-JCA Joint Conference: Breakthroughs in Cancer Research: Translating Knowledge into Practice（国際学会）

12th AACR-JCA Joint Conference: Breakthroughs in Cancer Research: Translating Knowledge into Practice（国際学会）

第111回日本病理学会総会

Lei Wang, Yuma Aoki, Masumi Tsuda, Yusuke Saito, Takenori Kubota, Yoshitaka Oda, Satoshi Hirano, Jian Ping Gong, Shinya
Tanaka

Yoshitaka Oda, Masumi Tsuda, Sayaka Yuzawa, Lei Wang, Satoshi Tanikawa, Zen-ichi Tanei, Christian Mawrin, Jian Ping Gong,
Shinya Tanaka

谷川聖、野々山貴行、津田真寿美、王磊、種井善一、Gong Jian Ping、田中伸哉

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Masumi Tsuda, Jun Suzuka, Yoshitaka Oda, Lei Wang, Yusuke Saito, Jian Ping Gong, Shinya Tanaka

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Hydrogel PCDME creates pancreatic cancer stem cells in OXPHOS metabolic state with TXNIP elevation

Analysis of pathological and biological roles for chemokine receptor CXCR4 identified via reprogramming by hydrogel in
meningioma stem cells

細胞外基質の電位変化に伴うJCウイルス増殖の制御
 ２．発表標題

Analysis of cancer stem cells with invasive capacity by Hydrogel-Activated Reprogramming (HARP) phenomenon using PNaSS
hydrogel

 １．発表者名

 ２．発表標題



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第81回日本癌学会学術総会

第81回日本癌学会学術総会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

小田 義崇、津田 真寿美、湯澤 明夏、王 磊、谷川 聖、種井善一、グン 剣萍、田中伸哉

種井 善一，津田 真寿美，小田 義崇，谷川 聖，杉野 弘和，大竹 安史，今村 博幸，小柳 泉，飛騨 一利，田中伸哉

津田真寿美、王磊、田中伸哉

王 磊、青木 佑磨、津田 真寿美、田中伸哉

第111回日本病理学会総会

第26回日本がん分子標的治療学会学術集会

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

ハイドロゲルを用いた髄膜腫がん幹細胞マーカーの検索

脊髄 capillary hemangioma の臨床病理学的特徴

肺癌における新規作用機序チロシンキナーゼ阻害剤の解析

ハイドロゲルを用いた膵癌幹細胞の新規ターゲットの同定及び治療法の開発

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2022年

2022年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題
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